
























る 2020 年２月 28 日には、2020 年３月２日から春季休業期間開始までの間、一斉臨時休業
を行うよう要請する通知が、文部科学省から発出された。その後、新型コロナウイルスへの







































いては、Jaccard 係数を用い、Ward 法によるクラスター分析を実施した。 
 また、発行月を外部変数として、対応分析を実施した。対応分析にあたっては、差異が顕
著な上位 60 語を分析に使用した。加えて、発行月を外部変数・見出しとして使用し、共起


















































そこで、2020 年３月から 2020 年９月までの７か月間に読売新聞に掲載された記事から、
オンライン授業に関連した記事を選定することとした。 
 まず、読売新聞のデータベース「ヨミダス歴史館」を用い、オンライン授業に関連した記
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表２ 上位（122 回以上出現した語）の頻出語リスト 
抽出語 出現回数  抽出語 出現回数  抽出語 出現回数 
授業 2494  生活 260  続く 160 
オンライン 1194  影響 258  市立 157 
学生 975  教室 245  可能 155 
感染 944  子ども 236  教委 155 
学校 904  必要 236  担当 155 
生徒 803  課題 222  情報 154 
大学 721  パソコン 221  発表 154 
休校 711  時間 215  緊急 152 
教育 668  県立 214  見る 149 
コロナ 667  配信 214  キャンパス 147 
学習 609  会議 210  決める 146 
新型 600  ６月 203  考える 146 
ウイルス 514  インターネット 202  ネット 144 
行う 488  活動 202  多い 144 
拡大 455  小中学校 202  日本 144 
受ける 444  始める 200  事態 142 
支援 423  対象 197  東京 142 
遠隔 408  対応 193  教授 140 
話す 394  教諭 189  子供 140 
登校 391  システム 183  保護 140 
再開 387  学ぶ 183  期間 139 
児童 382  指導 183  声 139 
教員 379  県内 179  利用 138 
実施 369  導入 178  地域 137 
高校 353  タブレット 177  留学 136 
動画 337  検討 177  出る 135 
対面 317  進める 177  場合 135 
活用 308  臨時 176  始まる 134 
使う 304  状況 175  多く 134 
環境 303  調査 172  以降 133 
県 277  不安 172  宣言 133 
通信 273  全国 169  人 128 
自宅 270  参加 167  科学 127 
端末 267  対策 167  防止 124 
予定 267  入学 167  今月 123 
５月 265  求める 165  勉強 123 
４月 263  方針 164  校長 122 
家庭 261  委員 162  整備 122 
表１ 発行月別の選定された記事数（2020 年） 
月 記事数（件） 総抽出語（語） 異なり語数（語） 
３月 25 12,256 1,957 
４月 121 46,042 3,988 
５月 171 74,393 5,608 
６月 81 37,264 3,814 
７月 87 37,306 4,192 
８月 47 19,824 3,140 
９月 43 22,131 3,012 




回）、「生徒」（803 回）、「大学」（721 回）、「休校」（711 回）、「教育」（668 回）、「コロナ」
（667 回）、「学習」（609 回）の語が出現していた。本研究では、「遠隔授業」または「遠隔
教育」を検索語として含めたが、「遠隔」は 408 回であった。  
246 東京通信大学紀要　第 3 号（2020）
04-16_研究ノート-丸山雅貴.indd   246 2021/03/10   11:54:22
表２ 上位（122 回以上出現した語）の頻出語リスト 
抽出語 出現回数  抽出語 出現回数  抽出語 出現回数 
授業 2494  生活 260  続く 160 
オンライン 1194  影響 258  市立 157 
学生 975  教室 245  可能 155 
感染 944  子ども 236  教委 155 
学校 904  必要 236  担当 155 
生徒 803  課題 222  情報 154 
大学 721  パソコン 221  発表 154 
休校 711  時間 215  緊急 152 
教育 668  県立 214  見る 149 
コロナ 667  配信 214  キャンパス 147 
学習 609  会議 210  決める 146 
新型 600  ６月 203  考える 146 
ウイルス 514  インターネット 202  ネット 144 
行う 488  活動 202  多い 144 
拡大 455  小中学校 202  日本 144 
受ける 444  始める 200  事態 142 
支援 423  対象 197  東京 142 
遠隔 408  対応 193  教授 140 
話す 394  教諭 189  子供 140 
登校 391  システム 183  保護 140 
再開 387  学ぶ 183  期間 139 
児童 382  指導 183  声 139 
教員 379  県内 179  利用 138 
実施 369  導入 178  地域 137 
高校 353  タブレット 177  留学 136 
動画 337  検討 177  出る 135 
対面 317  進める 177  場合 135 
活用 308  臨時 176  始まる 134 
使う 304  状況 175  多く 134 
環境 303  調査 172  以降 133 
県 277  不安 172  宣言 133 
通信 273  全国 169  人 128 
自宅 270  参加 167  科学 127 
端末 267  対策 167  防止 124 
予定 267  入学 167  今月 123 
５月 265  求める 165  勉強 123 
４月 263  方針 164  校長 122 
家庭 261  委員 162  整備 122 
表１ 発行月別の選定された記事数（2020 年） 
月 記事数（件） 総抽出語（語） 異なり語数（語） 
３月 25 12,256 1,957 
４月 121 46,042 3,988 
５月 171 74,393 5,608 
６月 81 37,264 3,814 
７月 87 37,306 4,192 
８月 47 19,824 3,140 
９月 43 22,131 3,012 




回）、「生徒」（803 回）、「大学」（721 回）、「休校」（711 回）、「教育」（668 回）、「コロナ」
（667 回）、「学習」（609 回）の語が出現していた。本研究では、「遠隔授業」または「遠隔
教育」を検索語として含めたが、「遠隔」は 408 回であった。  
247オンライン授業に関連した新聞記事の計量テキスト分析


































月」という語が見られ、多くの大学で 2020 年４月から 2020 年５月にかけて、オンライン
授業が開始され始めたことが、強く反映されている。 
 
 図１に、発行月別に頻出語（通算で上位 12 語）の出現率を算出した結果を示す。出現率
は、それぞれの語が出現した回数を、総抽出語数で除して算出した。 
 このうち、「生徒」は、2020 年３月には出現率が 0.51%であったが、2020 年８月には 0.19%
にまで低下している。また、「休校」は、2020 年４月には出現率が 0.50%であったが、2020





 一方で、「学生」は、2020 年３月には出現率が 0.08%であったが、2020 年９月には 0.53%















2020年３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月
授業 オンライン 学生 感染 学校 生徒
大学 休校 教育 コロナ 学習 新型
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図５ 2020 年４月の共起ネットワーク図 
 
 図６に、2020 年５月の共起ネットワークを示す。2020 年４月 16 日には、緊急事態宣言
が全国に拡大され、2020 年５月 31 日までの緊急事態宣言が発出されたが、それ以前に解








図４ 2020 年３月の共起ネットワーク図 
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図９ 2020 年８月の共起ネットワーク図 
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図９ 2020 年８月の共起ネットワーク図 
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文献 
樋口耕一（2020）社会調査のための計量テキスト分析―内容分析の継承と発展を目指して―

















丸山 雅貴（まるやま まさき） 東京通信大学 指導補助者 
 
 
図 10 2020 年９月の共起ネットワーク図 
 
4. まとめ 
 本研究では、2020 年３月１日から 2020 年９月 30 日までの間に読売新聞へ掲載された、
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